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測量分野でのAIの活用の始まり

■AI導入の背景

①データ量の増加
航空レーザやMMSの普及で、人手だけで扱うことが困難に

②手作業負荷の軽減
分類・抽出・変化確認工程の効率化が課題に

③生産性向上
人材制約、専門技術者の不足

点群・画像などの計測データが

急増するとともに、作業負荷の

軽減、生産性向上の必要性から

AIの活用が広がっている

1990年代

基盤形成
GIS普及期

1995年の災害分析などで空間
解析の価値向上

2000年代
兆候

地理空間情報のデジタル化推進
統計分類・機械学習

2010年～2014年頃

実用化への検討
MMS・航空レーザ等の点群データ
の広がり、自動分類と3D化の需

要が顕在化

2015年～2019年頃

本格導入
深層学習で建物抽出・地物判

読がスケール化

2020年～2023年頃

業務への組込み

PLATEAU開始
3D都市モデル標準化とAI利用

の実装が進む

2024年頃～

自律型の入口
AI搭載のGIS

AI搭載トータルステーション

■測量分野でのAI活用の年表
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AI活用の進展

01 分類・抽出

先行領域

画像や点群から
地物・変状・変化を
“見つける/分類する”

代表例

地表・建物・植生の分類

建物・道路・メガソーラー抽出

クラック・変化箇所検出

02 作成・構造化

部分実装

計測データを
モデル・図化データへ
変換・構造化

代表例

点群・画像から地形モデルや
断面を生成

空中写真・点群から図化データ
を作成

3D都市モデルの作成・更新を
効率化

03 判断・運用支援

拡大中

調査対象の
絞り込みや優先度付けで

人の判断を支援

代表例

変化箇所ヒートマップ

災害・点検のスクリーニング

更新対象・リスク箇所の優先順
位付け

⚫測量分野におけるAI利用は、莫大な画像・点群データから、地物を「見つける／分類する／
変化を抽出する」 工程で先行して使われ始めた。

⚫その後、「データ作成」 や 「判断・運用支援」 に、適用分野が拡大している。
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AIの活用事例（分類・抽出）

家屋異動判読

【分野】データ整備、可視化・データ分析

【概要】AIを用いて2時期の航空写真からそれぞれ
家屋を抽出し、家屋変化（新築、建替え、滅失、変化
なし）を分類。

【効果】新築・滅失の現地調査及び目視判読負担を
軽減。自治体における固定資産業務（未評価家屋の
抽出）や災害時の被災状況把握等の効率化に寄与。

情報提供：（株）パスコ

２時期（新旧）の航空写真

AI

建物検出
変化分類

地物自動認識

【分野】データ整備、可視化・データ分析

【概要】AIを用いて航空写真から地物（太陽光パネル、
車両など）の位置情報を特定する。また、特定された
地物をポリゴン化し、GIS上で確認可能。

【効果】航空写真を活用した課税客体調査などの
業務効率化を図るとともに、適正な課税への寄与が
期待される。

情報提供：エアロトヨタ（株）
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AIの活用事例（分類・抽出）

樹種判読

【分野】可視化・データ分析

【概要】航空写真をもとに、林地の樹種を自動判読し、
施業計画や災害対策へ活用。

【効果】樹種の登録精度向上により、施業計画の促進、
材積算出の正確化、下流域の減災事前対策促進に
寄与。

情報提供：（株）パスコ

浸水域自動抽出

【分野】可視化・データ分析

【概要】光学衛星画像を深層学習でセグメンテーショ
ンし、浸水域の自動抽出と地形情報との組み合わせ
により浸水深分布を推定。

【効果】災害時の浸水域把握を迅速化し、災害対応で
の意思決定に寄与。

イメージ図

情報提供：アジア航測（株）

出典：アジア航測技術報2020
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AIの活用事例（作成・構造化）

建物LOD2モデルの自動作成

【分野】データ整備

【概要】航空レーザなどで取得した点群データと
二次元の建物外周線データを用いて、屋根形状を
再現したLOD2モデルを自動生成。

【効果】3D都市モデル整備における建築物モデル
LOD2の作業コストの低減に寄与。

情報提供：アジア航測（株）

出典：アジア航測技術報2023

ALB計測点群データの属性分類

【分野】データ整備、可視化・データ分析

【概要】航空レーザ測深システム（ALB)にて計測された
点群データの自動属性分類。従来手動で分類していた
水中ノイズを高精度に分類可能。

【効果】ALB計測点群データ整備の作業負担軽減。
海底地形データ整備の省力化に寄与。

情報提供：アジア航測（株）

出典：アジア航測（株）
（日本写真測量学会令和７年度秋季学術講演会発表論文）

分類結果例 分類結果の断面図評価
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AIの活用事例（判断支援）

道路点検

【分野】可視化・データ分析/予測・提案・行動支援

【概要】路面撮影画像をもとに、ひび・わだち等をAI
解析により自動検知。

【効果】道路補修の必要箇所をAIが自動的に検知し、
目視確認をする作業員の稼働削減や業務効率化を
実現。

出典：https://www.kkc.co.jp/service/lp/33128/

生成AIを活用した行政向けサービス検討

【分野】予測・提案・行動支援

【概要】大規模言語モデル（LLM）とRAGによる、
自治体専門家×地理空間情報×関連法令を組み合わ
せた行政向けの問合せ応答サービス。

【効果】サービス実現により、位置情報や属性情報を
含んだ視覚的にも分かりやすい回答や熟練職員育成
にかかる時間削減に寄与し、情報継承に課題のある
自治体の課題解決に貢献。

情報提供：アジア航測（株）
出典：アジア航測技術報2026

サービス構成イメージ

実装画面イメージ

情報提供：国際航業（株）
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⚫ 前述の活用事例のとおり、AIの活用により作業効率化・生産性向上などの効果が出ている。
⚫ 一方、AIで生成された地図データの信頼性や利用に関して検討が必要となる新たな課題も

顕在化してきている。

AI活用により顕在化した課題例

■新たな課題例（AIによる超解像）

• 超解像は、低解像度の画像から、より高解像度
らしい画像を推定・再構成する技術。

• AIに低解像度画像と高解像度画像の対応関係
を学習させ、入力された低解像度画像から高解
像度画像を推定。

画像提供：エアロトヨタ（株）

GSD 90cm程度 GSD 20㎝相当

AI

【懸念事項】
• 建物の縁や道路境界が鮮明に見えても、それ
が実際の形状や位置を正確に表現していない
場合がある。

• 超解像画像が元データの持つ情報と整合して
いない場合がある。

【当協会の取組】
• 実際のデータを利用し、超解像画像の信頼性
の検証や利用可能な用途を検討している。

ジオAIの社会実装に向けては、
「元データの品質向上・高精度化」
「データ品質の明確化」
「AI生成データの品質評価」 が重要
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ジオAIの社会実装に向けた論点

①入力情報の品質向上

• AIが高度でも変化抽出、モデル生成、地図更
新などの結果は、元データに依存するため正確
性には限界がある

• AIで実現したい用途に応じて必要な元データ
精度を定めることが必要

• 一律に高精度化するのではなく、用途別に必
要精度を設計し、それに応じて整備要件を設
定することが必要

問題意識

検討の必要性
/方向性

• ユースケースに応じた必要な精度の設定（高
精度なデータが必要な用途の抽出）

• 多様な3次元データの高さ方向の整合を確保
する方法（基盤地図情報の3D対応）

• 位置精度、時点精度、分解能、点密度、完
全性等を用途別に定義

• データ整備コストと品質のバランスの検討（高
精度化が必要な業務の優先順位）

具体的
検討項目
（案）

論点

⚫ AI活用の取組等によって見えてきた社会実装に向けて検討すべき論点として「①入力情報の品質向上」
「②データ品質の見える化」「③成果の信頼性評価」が重要と考える。

ジオAIの社会実装に向けた
3つの論点

ジオAIの社会実装に向けた
3つの論点

① 入力情報の品質向上

AI利用を前提とした
地理空間情報の精度向上

② データ品質の見える化

⚫ データ品質の明確化
⚫ メタデータ
⚫ 利用条件・品質項目の設定

③ 成果の信頼性評価

⚫ AI生成成果の品質評価
⚫ 第三者確認
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ジオAIの社会実装に向けた論点

③成果の信頼性評価

• AIで生成した地図データ、地物抽出結果、
更新候補、3D成果などは、見た目がもっとも
らしくても、位置ずれ、誤抽出、見落とし、再
現性不足の可能性がある

• AIで生成した成果を、一定の基準で評価・
確認する仕組みが必要

• 利用用途に応じた段階的評価（条件付き
評価）の考え方が必要（参考利用は条件
付き可、行政判断は不可など ）

問題意識

検討の必要性
/方向性

具体的
検討項目
（案）

論点

• AIによる生成物の公共測量としての位置づ
けを検討

• 第三者検定の制度化等による品質を担保
する仕組みの構築

• 品質指標の検討（位置精度、分類精度、
完全性、見逃し率、誤検出率、再現性な
ど）

• 不適合時の責任分界の設計

• 元データの取得手段、時期、座標参照系、
位置精度、完全性などが不明だとAI生成
物の妥当性や利用可否を判断できない

• AI利用時には、従来のメタデータに加え
て、AI利用の前提条件や利用上の制約を
含めて品質を明確化することが必要

• 既存のメタデータ・品質記述の枠組みを
ベースに、AI利用向けの拡張項目を追加

②データ品質の見える化

• AI利用を前提としたメタデータの標準化
（メタデータの検討項目例）
− 取得手段、取得時期、更新時期、座標
参照系の記載方法

− 位置精度、完全性、欠測、ノイズ、処
理履歴、更新履歴の示し方

− 学習用、推論用、評価用データの区別
− 適用可能用途、適用不可用途の示し方
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【参考資料】

3D地理空間情報の活用推進に向けた提言書

（抜粋）

2025年10月

3D地理空間情報の活用推進に向けた研究会

事務局： （公財）日本測量調査技術協会

（一社）社会基盤情報流通推進協議会

https://sokugikyo.or.jp/news/251104/
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